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第18次中期経営計画の策定について 

 中京銀行（頭取 永井 涼）は、2021年4月から2024年3月までの3年間を計画期間とする第18次中期

経営計画（ＣＸプラン）を策定いたしましたので、お知らせします。 

記 

１．名称 

第18次中期経営計画 ＣＸプラン “中京トランスフォーメーションプラン” 

＜ＣＸとは＞ 

Chukyo Transformationと Customer Experienceの両方の意味を持つ当行の造語。当行が第 18次

中期経営計画で行う変革とそれによるお客さまへの付加価値向上を意図して定義したものです。 

２．計画期間 

2021年4月1日～2024年3月31日 

３．テーマ 

金融機能を有する地域貢献型コンサルティング会社へ 

地域社会の成長に貢献するため、お客さまのライフステージに応じた総合的なコンサルティングを、

金融仲介機能とともに包括的かつタイムリーに提供する企業へ転換 

＜テーマ設定の背景＞ 

2018年4月からスタートした第17次中期経営計画では、基本戦略として掲げた「営業力強化」「生産性

向上」「人材育成」に関する施策に取り組み、重点項目として掲げた指標も概ね達成いたしました。 

一方で、第18次中期経営計画の策定にあたり、社会環境や経済環境の変化、お客さまのニーズや

将来的な収益構造等について検討するなかで、地域のお客さまのニーズにお応えし、地域経済の発展

に貢献するため、コンサルティング機能を発揮することによりソリューション提案力を強化する必要性

を強く認識いたしました。 

第 18次中期経営計画のテーマを「金融機能を有する地域貢献型コンサルティング会社へ」とする

ことで、当行の経営ビジョンで目指す姿として掲げている「いちばんに相談したい銀行」の実現と

金融サービスを通じた地域経済の発展や活性化に貢献してまいります。 



４．基本戦略と重点施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．目標とする経営指標等 

（１）財務KPIおよび目標値 

項目 2023年度目標 

【収  益】コアコア業務純益※1 35億円以上 

【資本効率】ＲＯＥ 3.6％以上 

【経費効率】コアＯＨＲ 76％以下 

   

（２）施策別KPIおよび目標値 

項目 2023年度末目標 

パーヘッドコアコア業務純益※1 5.0百万円／人 

役務収益比率 20％ 

主要取引先への提案で実動した先の割合※2 70％ 

ソリューション・エキスパート人材数※3 500人 

※1 コアコア業務純益とは、コア業務純益から投資信託解約益を除いたものです。 

※2 主要取引先へ多面的なソリューション提案を実施する中で、取引先の対応(実動)が得られた先の割合 

※3中小企業診断士、FP1級、FP2級(中小事業主資産相談業務・個人資産相談業務)、宅地建物取引士、社会保険労務士などの

資格保有者 

 

その他詳細については、別添資料「第18次中期経営計画 ＣＸプラン」をご参照ください。 

 

以  上 

 

 




































